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平成29年６月１日発行

豊里公民館広報

６ 月号

豊里コミュニティ推進協議会

編 集 後 記

挨拶する阿部会長(左)と祝辞を述べる大久保支所長
～豊里コミュニティ推進協議会総会を開催～

新会長に 佐々木 信義 氏 (保手)

花苗を配布します

すばらしいみやぎを創る豊里町協議会では、平成29年度『花いっぱい運動』の一環として、およそ２

万本の花苗を準備しています。花苗の配布は下記のとおりです。各地区の町内会の皆様には、お忙しい

ところ恐 縮ですが、受領いただき、植栽にご協力をお願いします。

配布日時

平成29年６月9日(金)

午後２時～４時30分

配布場所

豊里公民館 (ソニー側)

町内会、各団体を対象に

すばらしいみやぎを創る豊里町協議会は、明るい郷土の建設に寄与することを目的に、豊里地区

市民の皆さん全員で構成し、花いっぱい運動、すばらしいみやぎを創る運動を展開しています。

６ 月 の 公 民 館 行 事

月 日 行 事 内 容 場 所

６月10日(土) ＴＹＣキッズ交流 米山公民館
６月11日(日) ふるさとスポーツ祭 豊里運動公園
６月13日(火) 男の料理教室 多目的研修センター
６月15日(木) 第２回女性セミナー 公民館中ホール
６月18日(日) 囲碁・将棋サークル 公民館和室
６月18日(日) 一ノ瀬たけしコンサート 公民館中ホール
６月23日(金) 第２回歌声喫茶 多目的研修センター
６月24日(土) パンづくり教室 多目的研修センター
６月25日(日) 子ども綱引き大会 公民館大ホール

囲碁をやってみたいけど、やり方がわからない。

囲碁を覚えて多くの仲間をつくりたい。そんなあな

た、『囲碁入門講座』を受けてみませんか。

公民館では、囲碁入門講座を２回にわたって開催

します。囲碁はまったくわからない。囲碁は初めて

という方でも大丈夫。初回の講座でも碁が打てるよ

うになりますが、２回受講すれば完璧です。

講座は下記のとおりです。参加費は無料、年齢も

問いません。ご希望の方は、申込書に記入のうえ、

６月20日まで公民館に提出して下さい。

記

１． 日 時 初 回 ７月２日(日) 午前10時から

２回目 ７月９日(日) 午前10時から

２． 場 所 豊里公民館和室

３． 参加費 無 料 ※お問合せは公民館へ ☎ 76-2237

※ 碁が打てるようになったら、囲碁・将棋サークルなどで上達を

囲碁って、どうやって打つの？

囲碁って、やってみたいけど、どうしたら覚えられるの？
囲碁って、どうなったら勝ち負けが決まるの？

開催のお知らせ
囲 入 門 講座碁

５月９日(火)午後７時から豊里公民館中ホールにおいて、

平成29年度豊里コミュニティ推進協議会並びにすばらし

いみやぎを創る豊里町協議会の総会を開催しました。

議事は、両協議会及び指定管理３施設の28年度事業報

告と収支決算、29年度の事業計画と収支予算が審議さ

れ、いずれも原案のとおり可決されました。

また、同時に役員改選が行われ、新たに会長に佐々木信

義氏(保手)、副会長には佐々木豊氏(白鳥)と三浦敏彦氏

(加々巻)が選任されました。

総会には、大久保仁豊里

総合支所長を来賓にお招き

し、豊里町域20行政区から

町内会長、行政区長及び評

議員の皆さん多数が出席。

両協議会の阿部洋一会長が

議長を務め、13案件にもわ

たる多くの議案について、

活発な審議が行われました。

28年度事業報告では、公

民館の世代別事業や新規事

業を含めた趣味的講座等の

内容が承認。協議会と指定

管理３施設合わせて 3,954

万円に及ぶ３事業の決算も

合わせて承認されました。

また、29年度事業計画で

は、地域づくりや公民館事

業など、新規のものを含め

いずれも可決。応援交付金

を含めた 696万円の協議会

予算と、指定管理３施設の

総額 4,211万円の29年度予

算がすべて可決されました。

役 職 氏 名 地区名

会 長 佐々木 信 義 保 手

副会長 佐々木 豊 白 鳥

副会長 三 浦 敏 彦 加々巻

役職 氏 名 地区名

理事 佐々木 末雄 新 町

理事 須 藤 賢 治 川 前

理事 秋 山 顕 下 町

理事 及 川 英 一 東二ツ屋

理事 鈴 木 憲 司 竹 花

理事 須 藤 重 雄 庚 申

理事 渡 辺 重 利 山 根

理事 後 藤 昇 竹 花

役職 氏 名 地区名

理事 加 藤 博 久 保 手

理事 桑 嶋 欣 一 上 町

理事 八木 しみ子 横 町

理事 佐 藤 八 郎 保 手

監事 只 野 孝 喜 上谷地

監事 佐 藤 勉 大 曲

監事 佐 藤 雅 彦 長 根

総会における役員改選に

伴い、会長に佐々木信義氏

(保手)、副会長に佐々木豊

氏(白鳥)、同じく三浦敏彦

氏(加々巻)が選出され、理

事及び監事も次のとおり選

ばれま

した。

会 長 佐 々 木 信 義

青葉・若葉が一段と鮮や

かさを増し、涼風さわやか

な良い季節になりました。

田植えも終わり、ほっと

一息といったところですね。

今年も花いっぱい運動が

始まります。いつもご協力

ありがとうございます。今

回もよろしくお願いします。

公民館事業や地域づくり

事業も、一気に事業量が増

えてきました。楽しい企画

がいっぱいです。どうぞお

気軽にご参加下さい。

内容等については、公民

館へお尋ね下さい。(佐々木)

－29年度いけばな教室を楽しく開講－

～第２回囲碁¥将棋サークルのつどい～

笑顔の交流 なごやか対局

５月14日、公民館和室に

おいて第２回囲碁・将棋サー

クルの集いを開催しました。

今回は、新たに１名の加

入者を含め、11名が参加し

て対局を楽しみました。

このサークルは、８人の

小・中学生と11人の愛好者

で活動していますが、全員

そろって集まることはなか

なか難しいようです。

それでも月１回の集いで

は、皆さん終始なごやかで、

笑顔いっぱいの交流と対局

を楽しんでいます。

サークルでは、引き続き

多くの仲間を募集していま

す。お申込みは公民館へ。

(敬称略)

５月18日、平筒沼学習館

において、いけばな教室を

開講しました。

今年度も、講師を高橋由

紀子先生(長根)にお願いし、

５回にわたって実施する予

定です。

今回は、決められた形や

約束ごとにとらわれず、自

分の思い通りにいける『自

由花』がテーマで、18名の

皆さんが取り組みました。

自由花のポイントは、①

主役の花材を決め、②全体

の姿を素直に生かし、③季

節感をどこかに表現、④花

材に長短をつけて動きを見

せるということで、先生の

指導のもとにそれぞれ花材

選びからスタートしました。

また、今回の共通のテー

マは、【主となる花材を決

めて不等辺三角形を意識し

ながら生ける】というもの

で、花材の位置関係や枝ぶ

りなどを見ながら、工夫し

て取り組み、それぞれみご

とな作品に仕上がりました。

花材の選定と位置関係、枝ぶりなどを見極め、みごとに仕上がった作品群
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豊里が誇るすばらしい人

物や場所を発掘し、顕彰す

る、その名も大きく 『豊里

の人間国宝と世界遺産』。

今回、人間国宝には、現代

の名工、装飾「雄勝硯」製作

の第一人者で伝統工芸士、

下町の杉山澄夫さん。

世界遺産には、家の守り

神で、平筒沼学習館にも多

数展示されている貴重な文

化遺産 『竈神』の登場です。

あなたの周りの凄い人や

珍しい行事・文化、ここぞと

思う場所を推薦して下さい。

取材に伺います。

装飾雄勝硯製作の第一人者

杉山 澄夫さん(下町)

とよさとの 人間国宝

とよさとの
世界遺産

火難よけ,魔除け,家内繁盛

竈神

紙すき体験をするセミナーの皆さん

色とりどり 200種の花のベゴニア館

夢
フ
ェ
ス
タ
で

作
ら
れ
た
竈
神

お 知 ら せ

歌 声 喫 茶

午前 横町、午後 多目的セで
４月28日、午前10時から横町集会所で、午後１時30分から

は多目的センターで、それぞれ歌声喫茶を開催しました。

いずれも30名を超す参加者で、大いに盛り上がりました。

絶 好 調 !!

集会所にラジオ歌謡ひびく

なつかし流行歌で盛り上がる

～横町地区で交流サロンを開催～

～多目的研修センターで第１回開催～

４月28日、横町集会所に

おいて、横町地区の交流サ

ロンが開催されました。

今回のサロンは、横町が

歌声喫茶を企画し、公民館

にその手配を依頼して実現

したものです。

集落地区における歌声喫

茶は、２月に二ツ屋地区で

開催していますが、この時

は60人を超す皆さんが参加

し、好評を博しています。

横町地区では10時からス

タート。30人を超す地区の

方々が集い、なつかしい唱

歌やラジオ歌謡の数々を合

唱して、昔を偲びながら歌

を楽しみました。

歌の合間には、伴奏のア

コーディオン奏者、安田典

夫氏のおもしろトークや、

詩や曲が作られた時のエピ

ソードなどの解説があり、

皆さんしきりに感心するな

ど、楽しいひとときを過ご

しました。

４月28日、多目的研修セ

ンターにおいて、今年度第

１回目の歌声喫茶を開催し

ました。

今回は、午前中の横町地

区の催しに引き続き、午後

１時30分から開催。30名の

皆さんが参加しました。

歌声喫茶も今回で６回を

数え、毎回大好評。すっか

り定着しています。

参加者もほとんどの方が

愛好者で、文部省唱歌やロ

シア民謡、ラジオ歌謡など

も歌い慣れた様子。そこで

今回は、コーディオン奏者

の安田さんが趣向を凝らし、

なつかしい流行歌を演奏。

これが意外にも大ウケし、

大いに盛り上がりました。

特に『王将』などは息もぴっ

たりで歌声絶好調。

「たまには流行歌もいい

ね」との声も聞かれました。

一ノ瀬たけしさんは、『奇跡体験アンビリバボー』で

紹介された奇跡の歌手です (詳細はプロフィール)。

一ノ瀬さんのトーク＆コンサートを次のとおり開催し

ます。どなたもお気軽にご来場ください。

日 時 ６月18日(日) 午後３時会場、３時30分開演

会 場 豊里公民館中ホール

入場無料・全席自由

※お申込み、問合せは豊里公民館(☎0225-76-2237)

一ノ瀬たけしプロフィール

本名 一ノ瀬健。1977年９月22日

熊本県生まれの39歳。

小・中・高校とサッカー大好き少

年でしたが、18歳の時に不幸に見舞

われます。突然の心臓発作で12分間

の心肺停止。奇跡的に命は取り留めましたが、脳に重い障

害が残りました。それが『高次脳機能障害』です。

この病は多くの障害事例がありますが、彼の場合は、記

憶障害や遂行機能障害など、いくつもの障害を発症。

最近になって、少しずつ治療法やリハビリが分かってき

ました。10年の歳月が経ち、随分回復してきました。

そんな彼の夢は、歌手になること。歌うことが一番の喜

びであり、リハビリにもなっているようです。

「熊本震災で助けていただいたお礼に歌を届けます。」

一ノ瀬 たけし トーク＆コンサート 18日開催

あざやか大輪牡丹にため息
～女性セミナー開講、岩手へ移動研修～

鈴木 道子 さん かいてん焼き

豊里の人間国宝 鈴木道子さん、世界遺

産(有形文化遺産の部)の豊里名物『かいて

ん焼き』(てらさわ小進堂 代表 寺澤 一さ

ん)にそれぞれ認定証をお届けしました。

おめでとうございました。

とよさとの 世界遺産人間国宝 認定書をお届けしました

伝統の手すき和紙体験も
５月15日、女性セミナー

を開講しました。

今回は、岩手県一関市へ

の移動研修で、出発に先立

ち開講式を行いました。

研修地は、『花と泉の公

園』で行われている牡丹・

芍薬まつりの見学と、東山

町にある『紙すき館』での

手すき和紙の体験学習です。

研修には21名の皆さんが

参加し、咲きほこる牡丹を

想像しながら出発しました。

花と泉の公園には午前10

時前に到着。会場は、現在

花と泉の公園をあとにし、

東山町の『紙すき館』に向

かいました。

牡丹・芍薬まつりの真っ最

中でした。早速ぼたん園に

入り、大小、色とりどりに

咲く牡丹に感嘆しながら、

散策を楽しみました。

園内には320種、4,000本

の牡丹が植栽され、その色

鮮やかな大輪の牡丹や今が

満開の藤を楽しみましたが、

芍薬はまだつぼみでした。

また、温室のベゴニア館

東山和紙は、東山町で800

年間も受け継がれている伝

統の手すき和紙です。

紙すき館は、その伝統の

手すき和紙の作業体験がで

きる施設で、皆さんも和紙

の原料の流し込みや、模様

づけなどに取り組みました。

出来上がった和紙は、後日

いただけるので楽しみです。

もみごとで、200種の色彩豊

かなベゴニアが咲き競って

いました。

牡丹やベゴニアに癒やさ

れ、満足の見学でした。

雄勝町生まれ。雄勝硯製作の名工として知

られ、平成２年、労働大臣から「伝統工芸

士」に認定。旭日瑞宝章を受章しています。

杉山さんの作品の特徴は、装飾を施す特

殊硯で、特に独自に開発した『透かし彫り』

は、硯の重量感、立体感ともにみごとなも

ので、誰にも真似できない技法であり、特

殊硯製作の第一人者といわれる所以です。

平成23年３月、東日本大震災の巨大津波

で、当時住んでいた石巻市雄勝町の自宅や

工房が流され、大崎市に３年余の避難生活

を経て、登米市豊里町下町

に新居を構え、自宅前に新

たに工房も完成しました。

雅号は『唐龍斎』。

杉山さんは昭和４年石巻市

の守護神

竈神(かまがみ)様は、

旧仙台藩領内(宮城県～

岩手県南)だけに見られ

る特異な民間信仰で、多

くは憤怒の形相で台所の

柱に祀られています。

一般に火難よけ、魔除け、家内繁盛の

守り神とされ、大事にされてきました。

登米市を含めた沿岸部の竈神は塑像(土

で製作)で、内陸部では木彫りのものが多

いのも、竈神分布の特徴といえるでしょう。

昔は、家を新築した際、家の材料の一部

で左官や大工が作ったということですが、

現在はわずかに旧い民家に

残存しているのみです。

先頃の夢フェスタ市民劇

では、主役になりました。
みごとな芸術品の装飾
硯 左側が透かし彫り

(かまがみ)

とよさとの

人間国宝
世界遺産


